
EM とナノ銀除染の問題の類似性 
 
＊ＥＭのニセ科学になぜ危険性を感じるのか 
 ＥＭのニセ科学性については後で具体的に述べることにして、私がニセ科学の中で、も
っとも危険性を感じるのが、このＥＭです。その理由を三つあげておきましょう。 
① まず、学校や環境活動に入り込んで影響力があること、そこでは善意の人らが担って
しまっていることです。～ 
② 次に、ＥＭが政界に影響力を及ぼしていることです。 
 安倍内閣の下村博文文科大臣は、比嘉氏の講演を聴いて「ＥＭ技術による放射能被曝対
策もできるそうだ。…同様の提案が私のところにも他からも来ている。私も勉強してみた
い。」とブログで述べていました。 
 安倍内閣は、市議・県議時代からＥＭの広告塔的立場だった高橋比奈子衆院議員を環境
政務官につけました。これについては、週刊文春 10/30 秋の特大号に「元女子アナ環境政
務官は“トンデモ科学”の広告塔 まだある女性抜擢失敗！」という記事が掲載されました。 
 政界では、2013 年 12 月 3 日に国会議員の超党派による「有用微生物利活用議員連盟」
が発足しています。会長は野田毅衆院議員（自民）、幹事長は平井たくや衆議院議員（自
民）、事務局長は高橋比奈子衆院議員（自民）です。 
 比嘉氏によると、「スタートは 50 人内外でしたが、その後も新規に加入いただいてい
ますので、近々100 人を超える規模になりそうです。」(2014 年 1 月 18 日 ＥＭ情報室 
ＷＥＢマガジン エコピュア 連載 新・夢に生きる [79])。 
 比嘉氏は、さまざまなＥＭ商品を全部使うＥＭ生活をすることを国民の義務にすること
を狙っています。国民全体がＥＭ・Ｘ ＧＯＬＤという清涼飲料水を飲み、さまざまなＥＭ
商品を使う「ＥＭ生活」をするようになれば、生活習慣病などはなくなるので、もし病気
になったら自己責任なので社会保険制度は不要という主張です。 
③ 三つ目に、ＥＭ批判者の批判封じの働きかけをしていることです。 
 ＥＭ研究機構の顧問と社員が、ＥＭの非科学性について批判している人らの自宅や所属
機関に押しかけたりして、「名誉毀損」「営業妨害」だとして批判封じの働きかけをして
います。 
 こうした役目を行っているＥＭ研究機構の顧問は、ときにはＥＭ研究機構の顧問である
ことを隠して、大学客員教授やジャーナリストの肩書きを使い、その批判封じをしたりし
ています。 
 本来なら、ＥＭ批判をしている研究者とは公明正大に議論をすればよいのです。本当に
商品の性能に自信があるなら第三者に自由に検証してもらい、もし問題が見つかれば商品
の改良を重ねていき、批判を元により良い商品開発を目指していくのが企業としてのあり
方です。 
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 松崎いたる板橋区議の裁判に関して日本共産党への要望 
 
 私は法政大学教職課程センター教授の左巻健男（さまきたけお）と申します。～ 
 しんぶん赤旗に水曜エッセイで「ニセ科学の正体」を連載し（2014 年 9 月、１０月）、
その連載を読んだ新日本出版社編集者から依頼されて『ニセ科学を見抜くセンス』という
本も出しています。 
 専門は、理科教育および一般への科学啓蒙です。理科教育を専門とする私にはニセ科学
が学校にまで影響を及ぼしていることに危機感をもっていますので新聞赤旗の連載や本で
問題にしました。 
 ニセ科学にはどんなものがあるでしょうか。細かく見て行くといろいろありますが、大
まかにいくつかを列挙してみましょう。この中に今回問題にするナノ銀除染も入れていま
す。（『ニセ科学を見抜くセンス』新日本出版社の前書きから引用） 
─────────────────────────── 
がんが治る・ダイエットができるとするサプリメント・健康食品の多く、健康によいとす
る水、ホメオパシー、経皮毒、デトックス、血液サラサラ、着けると健康によいというゲ
ルマニウムやチタン製品・トルマリン製品、ゲーム脳、「人間の脳は全体の 10%しか使っ
ていない」「右脳人間・左脳人間が存在する」などの神経神話、水からの伝言、マイナス
イオン、ＥＭ菌、ナノ銀除染、フリーエネルギー、血液型性格判断、「知性ある何か」に
よって宇宙や生命を設計し創造したとするインテリジェント・デザイン説、アポロは月に
行っていなかったとするアポロ陰謀論、人口減少させるために何者かが有毒化学物質をま
いているとするケムトレイルなど。 
─────────────────────────── 
 さて、板橋区議会議員の松崎いたるさんからは、「ナノ銀除染というインチキ科学を批
判したら元板橋区職員阿部宣男氏から訴えられた」と聞き、一緒にニセ科学批判をしてい
る研究者らと松崎さんから相談をうけていました。 
 3.11 の福島第一原発の事故以降、ニセ科学側は「○○で放射能除染ができる」と称して
福島にいろいろなかたちで入り込みました。ナノ銀除染もその一つです。 



 そのニセ科学性、インチキ性については、科学的な立場から、『Ｒika Tan 理科の探検』
2016 年 4 月号に「ナノ銀除染のニセ科学」というテーマの記事を天羽優子山形大学理学
部准教授に書いて戴きました。そのコピーを添付しますが、科学的な方法で結果を出して
いない（記事では科学では不可欠な「対照実験が皆無である」の項参照）、原子力開発機
構による追試でも阿部宣男氏の主張は完全に否定されています（第三者機関による追試の
項参照）。不破哲三さんがよく述べていた科学の目で物事を見ることができる日本共産党
なら何が正しいかはすぐに見抜けると思います。 
 今回、松崎さんから「共産党中央委員会から、ナノ銀除染をインチキと批判したことに
ついて、地方議員にあるまじき市民道徳と社会的道義に反する行為だといわれてしまった」
と聞き、たいへん驚いています。 『ニセ科学を見抜くセンス』新日本出版社の中にも書
きましたがニセ科学は「科学的な思考を麻痺させ、思考停止にし、国民を非科学の方向に
いざなう」ものです。科学と無関係でも、論理などは無茶苦茶でも、科学っぽい雰囲気を
つくられれば、ニセ科学を信じてしまう人たちもいます。こうしたニセ科学を放置するこ
とです。信じてしまった人たちは効果のない商品に散財してしまったり、健康に関するニ
セ医療などでは命にかかわることにもなりかねない危険なことです。 
 ナノ銀除染は国民的に関心が高く、みんなが不安を感じている放射能汚染の問題で、そ
の不安に付けこんだニセ科学です。放置することは許されないと思います。 
 日本共産党の皆さんには、こうしたニセ科学に対する意識を強めていただき、国民が被
害にあわないようにしていただきたいと願っています。私がしんぶん赤旗の連載のテーマ
にニセ科学を選び、新日本出版社から本を出したのも、共産党に期待しているからです。 
 しかも、松崎さんを提訴している阿部宣男氏は、ご自分のブログの「謹賀新年 不滅の
法灯」2014/01/01 に「平成二十六年・西暦２０１４年・皇紀２６７４年・午年」と書く
ような右翼的な人です。 
 阿部氏は特攻隊を賛美するブログを書いていました。→ 
http://web.archive.org/web/20150719212959/http://hotaruabe.blog72.fc2.com/blog-e
ntry-17.html 
 またナノ銀除染は、「日本海軍史に燦然と輝ける日露戦争において、「各員一層奮闘努
力せよ」という意味が込められました。日章旗、旭日旗とともに、日本再興にふさわしい
旗、それがＺ旗です。」という右翼的なＺ旗新聞に好意的に取り上げられています。 
 松崎さんが、区議として堂々とインターネットでナノ銀除染やその他のニセ科学を批判
していることを見ていて頼もしく思っていましたし、相手から嫌がらせの裁判を仕掛けら
れても、受けてたち闘っている姿を応援してきました。 
 しかし、党の一部は、まったく逆の立場だと聞き、がっかりしているところです。 
 「インチキ」という言葉が問題になっているとも聞いていますが、ニセ科学を批判する
うえでは問題にはなりませんし、わかりやすさという点では、むしろ必要な表現でもあり
ます。 
 私自身は「ニセ科学」という言葉をつかいますが、人によっては「疑似科学」「似非科
学」という言葉も使われます。「インチキ科学」もアメリカの有名なサイエンスライター
であるマーティン・ガードナーの本のタイトルが「インチキ科学の読解法」であるように
まったくふつうの言葉です。 
 科学知識に詳しくない一般の人たちが、自分の興味をひいた事柄や商品をニセ科学かど
うかを見分ける有効なひとつの方法は、インターネットでその事柄や商品の名前のあとに
「トンデモ」「インチキ」などの言葉を付け足して検索することです。公表されているニ
セ科学なら、ほとんどの場合、ネットで批判されているからです。 
 ナノ銀除染のような、新手のニセ科学の場合は、それに最初に気づいた人の発信がとて
も大切です。誰かがインチキをインチキだと指摘しなければ、正しい情報は伝わりません。 
 松崎さんが実名と区議としての立場を明らかにしてナノ銀除染のインチキ性を告発した
ことは、市民道徳に反するどころか、社会的な意義をもつものです。 
 共産党にはこれからも国民を守るためにも、教育・科学の振興のためにもますますがん
ばってほしいと思います。そのためにもニセ科学とたたかう松崎さんを党としても支えて
いただきたいと思い、意見を述べさせていただきました。 
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
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